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平成30年7月1日から令和元年6月30日まで

特定非営利活動法人MalariaNoMoreJapan
｝一軍｝一｝』一一一一一●

1 事業の成果
オリンピック・パラリンピック開催を目前に人の往来が増え、また、 G20サミットや第7回アフリカ開発
会議など国際会議開催が目白押しで世界の視線が注がれる日本において、国境は関係のない蚊が運ぶ病
気、マラリアについて一年を通じて正確な情報提供に努めた。 2030年までにマラリアの死者数をゼロに
することを後押しする目的で一昨年開始した「Z駅Oマラリア2030キャンペーン」を引き続き軸として展
開し、 8月20日「世界蚊の日」や4月25日「世界マラリアの日」などにおいて、 日本の古典芸能や日本の
世界的な人気キャラクターなどを通じてマラリアの状況などを分かり易く提供し、考え、行動に繋がる
よう、広く一般市民にキャンペーンへの参加を呼び掛けた。他方、 日本政府へ更なるマラリア対策の必
要性・重要性について丁寧にインプットを積み重ね、また、 日本企業、研究者や市民社会との協調や、
アジア太平洋リーダーズ・マラリア・アライアンスなどの地域・国際機関やマラリアノーモアグループ
の連絡を密にし、マルチセクター連携の強化に努めた。事業支援においても、アジアで最もマラリア罹
患者の多いインドでゼロマラリアに向けた活動を開始した。第6回となる「ゼロマラリア賞」の受賞者
発表・表彰式の実施や、年間を通じた講演会にてマラリアの啓発を継続的に実施した。

2事業の実施に関する事項
（1）特定非営利活動に係る事業
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マラリアに関

する普及啓発

事業

日本国内でのマラリアに対する意
識向上を目的に、 2030年までにマ
ラリアの死者数ゼロを目指すキャ
ンペーンとして一昨年に創設され

弊団体が運営委員会事務局をつと
める「ゼロマラリア2030キャンペ
ーン｣。年間を通じ本キャンペー
ンの一環としてイベントやセミナ
ーを開催。蚊が運ぶ病気マラリア
について考え、行動を起こす日と
なるよう、広く一般市民にキャン
ペーンヘの参加を呼びかけた。
l)8月20日 「世界蚊の日」を記念
しマラリア紹介映像「発見1マラ
リアの真実」制作公開。マラリア
とはどんな病気かをクイズ形式で
専門家の監修により制作され、 ど
なたでも視聴、イベント等で活用
できるようにした。

2)グローバルフェスタヘ初参加し
ブースを出展。人を一番殺してい
る生き物「蚊」をテーマに設営、
蚊に関する情報がわかる資料など
を用意した。忌避剤メーカーの協
力を得て、蚊の展示を実施した。
3)4月25日 「世界マラリアの日」
を記念し、青山学院大学の公開講
座「リスクとしての感染症と私た
ちの暮らし」とコラボしてマラリ
アをテーマにしたイベントを2回

開催。

l)H30年8
月20日

2)H30年9
月29日

3)H31年4
月20日と

27日

4)H31年4
月25日

5)随時

l)弊WEBサ
イト掲載ht

■■■■■■■■

tps://www.

malarianom

ore. jp/、

弊Facebook
上

2）東京お
台場グロ
ーバルフェ

スタ会場

3)青山学院
大学

4）弊WEBサ
イト掲載ht

I■■■■■■■

tps://www.

malarianom

ore. jpﾒ、 h
ttp://zero

2030． 0rg

/、弊Faceb
一

00k上

5)ガーナ、
マラウィと
パプァニュ

一ギニア
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l)マラ

圧に関

る日本

リア制
心があ

全国の
個人･団体で弊
WEBサイトやFa

cebook閲覧者

の不特定多数

2）グローバル

フェスタ参加
者4万4千人

3)参加者200名

4）マラリア制
圧に関心があ

る日本全国の
個人･団体で弊
WEBサイトやFa
cebook閲覧者
の不特定多数

5)青年海外協
力隊員および
隊員が活動す
るガーナ、マ

ラウィとパブ
アニューギニ

アの個人

4,311
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マラリアに関

する普及啓発
事業

応募期間
H31年3月

弊WEBサイ

ト掲載lll_LE
s://www.ma

2名 マラリア制圧

に関心がある
日本全国の個
人･団体で弊WE
BサイトやFace
book閲覧者の
不特定多数

日本国内でのマラリアに対する意

識向上を目的に「ゼロ.マラリア
賞」の公募・表彰を毎年実施。自
他薦候補者の中から第6回受賞者
には、アジア・メディカル・イノ
ベーション・コンソーシアム（州

IC)マラリア部会と決まり、 4月2
5日 「世界マラリア・デー」に発
表、 27日開催の青山学院大学での
イベントにて表彰式を実施した。

351

発表
H31年4月
25日

larianomor

g-m，弊
acebook」

やPRTIME

で公募表彰式
H31年4月
27日
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マラリアに関

する普及啓発
事業

日本国内におけるマラリアに対す
る理解向上を図るため、 l)ZEROマ
ラリア2030キャンペーン四半期レ
ポート、 2)メールマガジン「ゼロ

マラリア2030アップデート」や3)
ニュースレター「ZEROMALARIAN

EWSLETTER」の配信を実施した。

マラリアの現状や課題を広く一般
の人々に認識してもらう啓発活動
として日本国内において企業内研
修、学校やイベントでの講演を実
施、マラリアの脅威や支援の必要
性を訴え活動への協力を仰いだ。

地球規模課題であるマラリアに対
する日本国内での意識向上を目的
に、 日本企業や国際保健に関わる

他団体に加え、マラリアノーモア
グループの連携を強化、世界蚊の
日や世界マラリアの日などでの協
調を年間を通じ実施。
l)世界蚊の日に国際ボランティア
センターと、アフガニスタンでの

事例を通じてマラリアを知るイベ
ン卜を共催。
2)同日、ヤフーの特集記事に弊団
体や日本企業のゼロマラリアに向
けた取り組みが紹介された。
3)世界マラリアの日には、マラリ

アノーモア英国が推進する「Mala
riaMustDieキャンペーン」の

のメッセージ映
像が公開され、 日本でもウェブサ
イトやSNSを通じ紹介。
4)マラリアノーモアグループとし
てゼロマラリアヘ向けた協力体蹴
を強化するため連絡を密にし、マ
ラリアノーモア米国主催ガラ（マ
ラリア排除へ貢献した企業や個人
を毎年表彰）へ出席するなど連携
強化に努めた。

l)四半期
2)随時

3)隔月

計22回

l)H30年8
月20日

2)H30年8
月20日

3)H31年4
月25日

4)H31年6
月18-21

日

l)-3)

メール配

信、弊WEB

サイト掲載
https://ww

w.malarian

0more. p

と、 http://
zero2030.0

弊Fac

日本全国

l)東京四
谷

2)ヤフーニ

ュース、弊
WEBサイト

掲載https:
//www.mala

rlanomore.

j_nf、弊Fac
ebook上

3）弊WEBサ
イト掲載ht

一

tps://www.

malarianom

ore. jp/、 h
ttp://zero

2030. 0rg

/、弊Faceb
ook上

4)東京およ
びﾆｭｰﾖｰｸ

l) 1名

2) 1名
3) 1名

3名

名
名
名
名

２
２
１
１

l)
2）

3）
4）

いずれも、マ

ラリア制圧に
関心がある日

本全国の個人・

団体で弊WEBサ
イト閲覧者の
不特定多数

講演参加者：
約581名

l) 15名
2）ヤフーニュ

ースの購読
者、お
マラリ

に関心
日本全
心

よび 、

ア制圧
がある

全国の個
人.団体で弊WE
Bサイト閲覧者
の不特定多数
3）マラリア制
圧に関心があ

る日本全国の
個人･団体で弊
WEBサイトやFa

cebook閲覧者
の不特定多数
⑩
圧
る

マラ

に関
日本

リア制
心があ

全国の

個人･団体で弊
WEBサイトやFa

cebook閲覧者
の不特定多数

540

1, 156

5,759

l)東京

2） 3）出張
先：

①ｼﾝｶ'ﾎﾟｰﾙ
②バンコク
③バンコク
3)メール配

信、弊WEB
サイト掲載
https://ww

w.malarian

0more. p/
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壱
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ラオ
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太平
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や
心
ア
に
リ
不
数の現地

民、および

ケニアを中

とした東ア
リカのマラ

アに苦しむ

途上国でのマ

ラリア問題解
決に資するた
めの支援事業

3)マラリアに関わる地域・国際
会議などへ出席し情報収集に務
め、メールマガジン「ゼロマラ
リア2030アップデート」を引続
き配信し最新かつ正確な情報提
供に努めた。

アジアで一番マラリア罹患者数

の多いインドでのマラリア排除
に資するため、同国内で最もマ
ラリア罹患者数が多いオデイシ
ヤ州でのゼロマラリアに向けた
活動を開始した。マラリアノー
モア米国が同州政府と覚書を交
わしサポートを開始、 l)弊団体

も現地を視察し事業連携の可能
性を協議。同州保健大臣を表敬
した様子は地元紙で紹介され
た。 2)まずは、同州でのマラリ
アプログラムの成果と課題を紹
介する機会を得て、在インド日
本大使館とインド国際経済関係
研究所共催の「SDGs達成に向け
た日印パートナーシップセミナ
ー」の保健セッションにて登
壇。 3)加えて、助成金の活用な
どを通じた支援に取り組んでい
る ◎

l)H30年12
月16-24日

2)H31年3
月12-16日

3)H31年3
月～

l)インド
オディシ
ャ州および
デリー
2）インド
デリー
3)東京

3名 l)-3)

インドのマラ
リアに苦しむ
不特定多数の

現地住民

1,647

マラリア排除に日本の技術頁献

が促進されることに資するよ
う、厚生労働省の「ⅦO事前認

証(PQ)取得及び途上国向けWO
推奨機器要覧掲載推進事業」
補助金を受けWHOのPQ制度等
に関わる情報を1)ジュネーブ
にて関係者から最新のマラリ
ア診断機器とベクターコント
ロールツールなどについて聞

き取り調査を実施。 2)調査内
容は国立国際医療研究センタ
ー主催セミナーにて報告・発
表、厚労省へは報告書を提出
した ◎

l)H30年10
月3-6日

2)H31年1
月14-18日

◆
●７
７
－
一
ネ
ネ
ユ
ユ
l)ｼ
2)ｼﾞ

3名 l)2)

アジア太平洋

地域およびア

フリカを中心
としたマラリ

アに苦しむ不

特定多数の現
地住民

4, 510
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禮鮒訓 州／年9脂日

瀧識帳Ⅱ州zl9HIIH
活動針算書

[税込］ （単位：円）

【受取会費】
正会員受取会費

個人サポーター年会費

【受取寄付金】
受取寄付金

【受取助成金等】

受取助成金

受取補助金

【事業収益】
事業収益

【その他収益】

受取利息

経常収益計

【経常費用】

【事業費】

（人件費）

給料手当(事業）

通勤費(事業）

法定福利費(事業）

福利厚生費(事業）

人件費計

（その他経費）

業務委詑費

外注費(事業）

印刷製本費(事業）

会議費(事業）

旅費交通費(事業）

広告宣伝費(事業）

通信運搬費(事業）

消耗品費(事業）

地代家賃(事業）
保険料(事業）

諸会費(事業）

支払手数料(事業）

為替差損

その他経費計

事業費計

【管理費】
（人件費）

給料手当

法定福利費

人件費計

（その他経費）

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

地代家賃

図書費

支払報酬

諸会費

支払手数料

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

【経常外収益】
経常外収益計

【経常外費用】
経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

150,000

10．000 160,000

19, 107,634

838,628

4,510．000 5.348.628

2,993,420

81

27,609,763

11,610,098

520,620

1,283, 139

38．518

13,452,375

3,274,800

104, 145

437,965

108,127

5,019,685

1,325,830

302,389

397,948

648,000

32, 160

72,000

115,797

36．963

ll,875,809

25,328, 184

2,400,000

420.522

2,820,522

227,784

3,500

32,400

648,000

630

734,400

10，800

ll.340

1,668,854

4,489,376

29,817,560

42,207,797

０
０

42,207,797

42,207,797

8,458,430

6,250,633
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書式第18号（法第28条関係）

事業報
生
目 用

平成30年度年間役員名簿 （前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記鮫した名簿）

特定非営利活動法人MalariaNoMoreJapan

1 確認事項（法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください｡）

国以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 （法第20条関係）

図各役員について、親族の規定に違反していません。 （法第21条関係）

2役員一覧

役名
どちらかに○

(フリガナ）

氏 名
住所又は居所

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該当者のみに記入）

1

1⑳･監事
ｼﾝﾖﾀｶﾋﾛ

神余隆博

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

2 1画･監事
ｱﾅﾀﾞ ﾀｹﾋﾃ．

穴田武秀

平成30年7月1日
～

令和元年6月17日

年 月 日
～

年 月 日

3 1動･監事
ｶノウシゲユキ

狩野繁之

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

41．･監事
ｼﾌ'サワケン

澁澤健

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

5 （．･監事
ﾀｶｷ・ マサヒロ

高木正洋

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

6 （．･監事
ﾀｶﾉﾃﾂﾛｳ

高野哲朗

令和元年6月18日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

7 1．･監事
ﾏｰﾃｨﾝｴﾄ・ルント

MartinEdlund

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

8 1⑳･監事
ﾅガシマミキ

長島美紀

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

9 （．･監事
ﾆシモト レイ

西本麗

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

1O(．･監事
ﾊﾗﾀ， アキラ

原田聡

令和元年6月17日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日
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事業報
生
ロ 用

11(．･監事
ﾐズノタツオ

水野達男

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日

12 理事④
ｽｶﾞﾜﾗｸﾆﾋ．

菅原邦彦

平成30年7月1日
～

令和元年6月30日

年 月 日
～

年 月 日
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社員のうち10人以上の者の名簿

令和元年6月30日現在

特定非営利活動法人MalariaNoMoreJal
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Japan

氏 名 住所又は居所

1 神余隆博

2 狩野繁之

3 澁澤健

4 高木正洋

戸
０ 長島美紀

6 西本麗

7 水野達男

8 稲田英之

9 福田加奈子

10 松尾美由紀

11 山本恭子

12 野田愛

13 齋藤千佳

14 飯塚由美子




